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【
申
請
書
の
配
布
場
所
】７
月
９

日
（
月
）
か
ら
福
祉
総
務
課
（
市

役
所
１
階
）
で
配
布
し
ま
す

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
金
）

１４

ま
で
に（
必
着
）、申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３－

８
５
５
５
、
市
役
所
福
祉
総
務
課

宛
て
郵
送
、
ま
た
は
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
９
へ
。

会
員
募
集

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）　
月
２

回
。
水
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
東
部
地
域

１０

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
。
プ
ロ
の
作
曲
家
が
歌
の
基

礎
か
ら
親
切
丁
寧
に
指
導
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
荒
川
☎
４
７
７
・
４
３

１
８
へ
。

　
◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
将
棋
・
囲
碁
（
健

康
遊
技
た
ん
ぽ
ぽ
）　
毎
週
金
曜
日
午
前　
１０

時
～
午
後
４
時
他
、
柳
泉
園
グ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
他
で
。
参
加
費
３
時
間
５
０
０
円
他
。
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
将
棋
、
囲
碁
に
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
経
験
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
増
田
☎
０
９
０
・
９
２
０
２
・
０
３

５
８
へ
。

　
◆
少
年
サ
ッ
カ
ー
（
東
久
留
米
キ
ッ
カ
ー

ズ
）　
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
。
学
年
に
よ
り
時

間
・
会
場
・
会
費
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
幼

児
は
年
中
か
ら
。
無
料
体
験
あ
り
。
詳
細
は

チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は 
幼  
方 
☎
０
９
０
・
７
２
６
３
・
８
０

う
ぶ か
た

２
６
へ
。

　
◆
大
正
琴
（ 
和 
会
）　
月
２
回
。
月
曜
ま
た

な
ご
み

は
木
曜
日
の
午
前　
時
～
午
後
４
時
、
八
幡

１０

町
地
区
セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
１
５
０
０

円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
他
。
数
字
譜
で
ど

な
た
で
も
簡
単
に
弾
け
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

無
料
講
習
受
け
付
け
中
。
見
学
可
。
詳
し
く

は
大
喜
多
☎
４
７
２
・
３
７
７
８
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ
ブ

ン
）　
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
～
正

午
他
、
第
七
小
学
校
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。
経
験
不
問
。
明

る
く
楽
し
く
前
向
き
に
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
前
原
☎
４

７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　
◆
手
品
（
マ
ジ
ッ
ク 
Ｂ  
Ｏ  
Ｘ 
）　
第
１
・
第

ボ 
ッ 
ク
ス

３
木
曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
。
各
種
マ
ジ
ッ
ク
を
基
本
か

ら
練
習
。
月
１
回
プ
ロ
の
指
導
あ
り
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
松
澤
☎
４
７
１
・
６
０

２
２
へ
。

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
若
葉
会
）　
第
２
・
第
４
日

曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３

０
０
０
円
。
歌
を
楽
し
み
な
が
ら
上
達
し
ま

せ
ん
か
。
プ
ロ
の
指
導
あ
り
。
詳
し
く
は
犬

飼
☎
４
７
５
・
５
５
１
２
へ
。

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
練
習
会　
第
２
・
第
４

木
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
東
久
留

米
駅
前
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。
歌
謡
曲

他
。
老
若
男
女
問
わ
ず
。
初
心
者
歓
迎
。
作

曲
家
の
指
導
あ
り
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
橋

本
☎
４
７
２
・
５
４
６
１
へ
。

　
◆
東
久
留
米
絵
手
紙
ク
ラ
ブ　
第
２
金
曜

日
午
前　
時
～
正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１０

で
。
会
費
年
４
０
０
０
円
。
下
手
で
も
よ
い
、

絵
手
紙
を
描
い
て
楽
し
い
時
を
共
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
星
川
☎
４
７
４
・
１

９
５
４
へ
。

　
◆
料
理
（
く
る
み
の
会
）　
第
２
木
曜
日
午

前　
時
～
午
後
３
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１０
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０

０
円
。
家
庭
食
を
大
切
に
、
地
場
産
を
材
料

と
し
た
、
旬
の
食
材
を
調
理
実
習
し
ま
す
。

詳
し
く
は
渡
辺
☎
４
７
２
・
７
８
５
３
へ
。

　
◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
ふ
じ
ク
ラ
ブ
）　

毎
週
火
曜・金
曜
日
の
午
後
２
時
～
６
時
、
滝

山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
小
林
☎
４
７
１
・
４
１

７
７
へ
。

　
◆
料
理
（ 
美  
友  
理 
会
）　
月
１
回
。
第
３
ま

み 
ど 
り

た
は
第
４
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
１
時
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
６
カ
月
で
３

５
０
０
円
。
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
料

理
教
室
で
す
。
見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
小
谷

☎
４
５
３
・
５
１
１
８
へ
。

　
◆
料
理
（
男
の
食
卓
）　
第
１
・
第
３
水
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
１
時
半
、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
回
７
０
０
円
他
。

初
心
者
～
経
験
者
。
料
理
の
基
本
を
学
び
交

流
を
深
め
ま
す
。　

歳
以
上
の
男
女
８
人
。

５０

詳
し
く
は
伊
藤
☎
４
７
６
・
７
９
９
７
へ
。

　
◆
合
唱
（
な
つ
か
し
の
歌
Ａ
グ
ル
ー
プ
）　

第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時

半
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

３
０
０
円
。
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
い
ま
す
。
合
間
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
な

ど
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
曽
根
原
☎
４
７

７
・
３
２
６
８
へ
。

　
◆
水
曜
会
及
び
語
り
部
の
会　
第
１
・
第

３
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
中
央

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０
円
。

午
後
の
ひ
と
と
き
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
後
、
語
り
部
の
昔
話
な
ど

を
聞
き
ま
す
。
詳
し
く
は 
瀧  
田 
☎
４
７
５
・

た
つ 
た

８
４
５
９
へ
。

　
◆
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク（
ア
ミ・リ
ト
ミ
ッ
ク
）

　
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
前　
時
半
～
正

１０

午
、
滝
山
住
宅
西
集
会
所
（
滝
山
６
ノ
３
）

で
。
入
会
金
２
５
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０

０
円
。
８
カ
月
～
未
就
園
児
が
対
象
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。
楽
し
く
リ
ズ
ム
で
遊
び
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
中
山
☎
０
８
０
・
１
１
８
９
・

９
６
６
３
へ
。

　
◆
く
る
め
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　
毎
週
水
曜
日

午
前　
時
～
正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

１１

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円

他
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
・
見
学
可
。
親
切

丁
寧
な
指
導
で
す
。
詳
し
く
は
菊
地
☎
０
８

０
・
３
２
７
０
・
２
０
９
５
へ
。

　
◆ 
白  
玄 
書
道
会　
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

は
く 
げ
ん

半
～
９
時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、会
費
月
５
０
０
０
円（
未
就

学
児
～
高
校
生
は
４
０
０
０
円
）。
幼
稚
園

児
か
ら
大
人
ま
で
。
硬
筆
、
毛
筆
を
基
礎
か

ら
学
び
ま
す
。
講
師
は
松
田 
幽 ゆう 
甫 
氏
。
詳
し

ほ

く
は 
今  
成 
☎
４
７
１
・
１
２
８
４
へ
。

い
ま 
な
り

　
◆
テ
ニ
ス（
ア
ッ
プ
ル
）　
月
４・５
回
。
日

曜・祝
日
の
午
前
９
時
～
午
後
１
時
、
小
山
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
他
で
。
参
加
費
１
回
５
０
０
円
。

中
・
上
級
者
以
上
で　
歳
ま
で
の
女
性
。
詳

５０

し
く
は
池
田
☎
０
９
０
・
７
２
４
９
・
３
０

３
６
へ
。

　
◆
下
谷
公
園
体
操
会　
月
曜
～
土
曜
日
の

午
前
６
時　
分
～
６
時　
分
、
大
門
中
学
校

１５

５０

で
。会
費
年
１
０
０
０
円
。
練
功
・
中
国
体
操

な
ど
。見
学
可
。参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
鈴
木
☎
４
７
７
・
４
７
６
６
へ
。

　
◆ 
H
i  
P  
H
o  
P 
ダ
ン
ス
（
ア
リ
ア
ン
テ

ヒ
ッ 

プ 

ホ
ッ 

プ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

　
分
～　
時　
分
他
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２０

１０

１０

で
。
会
費
月
３
５
０
０
円
。
小
学
生
を
中
心

に
、
幼
稚
園
児
、
中
学
生
も
在
籍
し
て
ダ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
宮
澤
☎

０
９
０
・
４
７
４
１
・
４
４
２
２
へ
。

催

し

　
◆
第
５
回
公
演
「
ピ
エ
ロ
人
形
の
詩
」（
東

久
留
米
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）　
８
月　
２４

日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
と
５
時
か
ら
の
２

回
、西
東
京
市
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル（
西
東

京
市
中
町
１
ノ
５
ノ
１
）
で
。
入
場
料
１
９

０
０
円
（
７
月　
日
〈
火
〉
ま
で
早
割
１
６

３１

０
０
円
）。
小
学
生
～
高
校
生
に
よ
る
本
格

的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
詳
し
く
は 
程  
田 

ほ
ど 
だ

☎
０
７
０
・
１
４
０
０
・
１
１
２
０
へ
。

　
◆
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
第
９
回
定
期
演
奏
会
（
吹
奏
楽
）　
７

月　
日
（
祝
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開

１６
場
）、
西
東
京
市
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
（
西

東
京
市
中
町
１
ノ
５
ノ
１
）
で
。
入
場
料
無

料
。
曲
目
は
士
官
候
補
生
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
他
。
指
揮
は
石
井 
孝  
明 

こ
う 
め
い

氏
。
詳
し
く
は
水
上
☎
０
９
０
・
１
６
１
２
・

４
５
３
６
へ
。

　
◆
盆
踊
り
（
日
本
民
踊
普
及
会
）　
７
月　
１１

日
（
水
）
午
前　
時
～　
時
、
南
町
地
区
セ

１０

１１

ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無
料
。
年
齢
・
性
別
不

問
。
日
本
各
地
の
踊
り
。
気
軽
な
服
装
で
直

接
会
場
へ
。
詳
し
く
は
岩
間
☎
４
７
０
・
２

０
３
４
へ
。

　
◆
難
聴
者
の
た
め
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
（
聞
こ

え
に
困
っ
て
い
る
人
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

「
ひ
よ
こ
」）　
７
月　
日（
水
）午
前　
時
～

１８

１０

正
午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費

１
０
０
円
。
難
聴
の
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
く

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
可
。

先
着　
人
。
詳
し
く
は
市
倉
☎
０
９
０
・
４

１０

９
２
８
・
０
３
０
３
へ
。

　
◆
歌
う
会
「
ワ
ル
ツ
」（
年
金
者
組
合
ワ
ル

ツ
う
た
う
会
）　
７
月　
日
（
木
）
午
後
１
時

１２

半
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費

２
０
０
円
。
懐
か
し
の
唱
歌
、
世
界
の
民
謡
、

流
行
歌
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で
楽
し

く
。詳
し
く
は
湯
田
☎
４
７
４・７
９
９
２
へ
。

　
◆
夏
休
み
の
子
ど
も
木
工・工
芸
教
室
（
東

京
第
一
友
の
会
）　
７
月　
日
（
水
）・　

日

２５

２６

（
木
）の
午
前　
時
～
午
後
３
時
半
、自
由
学

１０

園
男
子
部
（
学
園
町
一
丁
目
）
で
。
参
加
費

は
木
工
が
４
８
０
０
円
、
工
芸
が
１
５
０
０

円
。
木
工
は
小
学
３
年
～
６
年
生
、
工
芸
が

小
学
１
年
～
６
年
生
。
詳
し
く
は
手
塚
☎
０

９
０
・
５
６
１
５
・
３
３
８
２
へ
。

　
◆
大
人
の
た
め
の
韓
国
語
・
英
会
話
入
門

講
座
（
国
際
文
化
交
流
協
会
）　
全
８
回
。
７

月　
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
、
韓
国
語
が
午

２４
後
７
時
か
ら
、
英
語
が
午
後
８
時
半
か
ら
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
会
室
３
で
。
参
加
費

６
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
２
０
０
０

円
）。
自
己
紹
介
、
簡
単
な
会
話
ま
で
、
外
国

人
講
師
と
楽
し
く
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は
前

田
☎
０
９
０
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３
へ
。

　
◆
第　
回
わ
く
わ
く
川
掃
除
＆
川
あ
そ
び

２５

（
同
実
行
委
員
会
）　
７
月　
日
（
土
）
午
前

２１

　
時
～
午
後
４
時
、小
山
れ
ん
げ
公
園（
小
山

１０二
丁
目
）
で
。
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止
。
参

加
費
無
料
。
午
前
が
川
掃
除
、
午
後
が
川
遊

び
。
昼
食
は
各
自
。
豚
汁
が
あ
る
た
め
、
お

椀
と
箸
を
持
参
。
詳
し
く
は 
豊  
福 
☎
４
７
５・

と
よ ふ
く

７
６
４
３
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
民
吹
奏
楽
団
創
立　
年
記

３０

念
演
奏
会　
７
月　
日
（
日
）
午
後
１
時
半

１５

開
演
（
１
時
開
場
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
曲
目
は
「
Ｇ
Ｒ
」

よ
り
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク・セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
特

別
企
画
「 
Ｂ  
ｒ
ａ  
ｓ
ｓ 
！
／ 
Ｗ
ｏ  
ｏ  
ｄ 
！
」、

ブ 

ラ 

ス 

ウ 

ッ 
ド

交
響
詩
「
ロ
ー
マ
の
松
」
他
。
詳
し
く
は
小

野
寺
☎
０
９
０
・
１
４
０
０
・
５
３
５
６
へ
。

　
◆
語
学
教
育
研
究
所
特
別
企
画
「
講
演
：

言
葉
や
ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
平
和
を
も
た
ら
す

グ
ロ
ー
カ
ル
時
代
」（
語
学
教
育
研
究
所
主
催
、

文
化
協
会
後
援
）　
７
月
４
日
・　

日
・　

日

１１

２５

の
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
９
時
半
～　
時
半
、

１１

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
３
０
０

円
。
①
Ｊ
リ
ー
グ
誕
生
秘
話
②
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歴
史
と
２
０
２
０
東
京
招
致
決
定
秘
話

③
巨
大
企
業
の
サ
ッ
カ
ー
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

支
援
。
詳
し
く
は
大
谷
☎
４
７
４
・
６
２
３

４
へ
。

　
　
月
１
日
に
「（
仮
称
）
ト
レ

１０
ジ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
ひ
が
し
く
る
め
保

育
園
」（
新
川
町
１
ノ
９
）が
開
園

す
る
に
当
た
り
、
入
所
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
【
受
付
期
間
】
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
８
月
１
日
（
水
）
～

　
日
（
水
）
の
午
前
８
時
半
～
正

１５午
と
午
後
１
時
～
５
時
（
通
常
の

　
月
１
日
付
入
所
申
請
期
間
と
異

１０な
り
ま
す
）。　
※
在
園
児
の
転
所

希
望
お
よ
び　
年
度
入
所
申
請
が

３０

済
ん
だ
方
の
希
望
園
の
変
更
も
、

同
期
間
に
受
け
付
け
ま
す
。
希
望

園
の
変
更
は
「
入
所
希
望
保
育
施

設
変
更
届
」
を
、
転
所
希
望
は
入

所
申
請
と
同
様
の
書
類
を
ご
用
意

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
会
場
】
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
２
階
）　
※
郵
送・フ
ァ

ク
ス
で
の
受
け
付
け
不
可
。

　
【
入
所
申
請
書
配
布
期
間
・
場

所
】
７
月
２
日
（
月
）
～
８
月　
１５

日（
水
）に
、同
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
を
。　
※
必

ず
こ
の
期
間
に
配
布
す
る
申
請
書

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
】保
護

者
が
次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
保
育
が
必
要
な
場
合
。

な
お
、「
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ

た
い
」「
幼
児
教
育
の
場
と
し
て
利

用
し
た
い
」
と
い
う
理
由
だ
け
で

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
①
就
労
し
て
い
る
（
月
に　
時
４８

間
以
上
、
目
安
と
し
て
週
３
日
以

上
で
１
日
４
時
間
以
上
就
労
し
て

い
る
こ
と
）
②
出
産
前
後
で
あ
る

（
利
用
期
間
は
、
出
産
予
定
月
と

そ
の
前
後
２
カ
月
の
計
５
カ
月
以

内
）
③
病
気
・
負
傷
・
障
害
が
あ

る
④
長
期
療
養
中
や
障
害
の
あ
る

方
を
看
護
・
介
護
し
て
い
る
⑤
災

害
（
火
災
・
震
災
・
風
水
害
な
ど
）

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
⑥
求
職

活
動
（
起
業
準
備
や
就
労
内
定
を

含
む
）
を
行
っ
て
い
る
⑦
就
学
し

て
い
る
（
職
業
訓
練
校
・
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
。
た
だ
し
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
通
信
教
育
で

の
学
習
は
不
可
）

　
【
提
出
書
類
】支
給
認
定
申
請
書

兼
利
用
申
込
書
（
市
様
式
）
▼
確

認
票
（
市
様
式
）
▼
健
康
状
況
調

査
書
（
市
様
式
。
申
請
児
童
１
人

に
つ
き
１
枚
必
要
）
▼
勤
務
（
内

　
市
で
は
、
生
活
や
仕
事
探
し
、

家
賃
の
支
払
い
な
ど
で
お
困
り
の

方
、
お
子
さ
ん
の
学
習
面
で
不
安

が
あ
る
方
が
相
談
で
き
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
福
祉
総

務
課
☎
４
７
０
・
７
７
４
１
（
市

役
所
１
階
）
で
支
援
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
日
時
】開
庁
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
１
時
を

除
く
）

自
立
相
談
支
援

　
相
談
の
中
で
生
活
状
況
な
ど
を

聞
き
、
課
題
を
整
理
し
、
自
立
に

向
け
た
支
援
内
容
を
支
援
員
が
一

緒
に
考
え
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

関
係
機
関
へ
の
照
会
や
同
行
支
援

を
行
い
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　
【
支
給
期
間
】原
則
３
カ
月
。
た

だ
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
２
回
ま
で
延
長
可
（
当
初
の

３
カ
月
を
含
め
て
最
長
９
カ
月
）

　
【
対
象
】次
の
①
～
⑧
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。
①
離
職
な
ど
に

よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、
住
居
喪

失
ま
た
は
住
居
喪
失
の
お
そ
れ
が

あ
る
②
申
請
日
に　
歳
未
満
で
、

６５

離
職
な
ど
の
日
か
ら
２
年
以
内
③

離
職
前
に
世
帯
の
主
た
る
生
計
維

持
者
だ
っ
た
④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
、
誠
実
・

熱
心
に
常
用
就
職
を
目
指
し
た
求

職
活
動
を
行
う
⑤
申
請
者
お
よ
び

申
請
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
方
、「
介
護
で
疲
れ
て
い
る
の

に
、
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
」

「
他
の
人
は
ど
う
や
っ
て
接
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、
日
々
の

不
安
や
心
配
事
な
ど
を
気
軽
に
話

し
に
来
ま
せ
ん
か
。
対
象
の
地
域

を
確
認
し
、
担
当
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
１

０
０
円
（
茶
菓
子
代
な
ど
）
で
す
。

奇
数
月
に
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、

南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
、
南
町
、
前
沢
一
～
三
丁
目

　
【
日
時
】
７
月
９
日
（
月
）
午
後

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
本
部
☎
４
５
１
・
５
１
２
１

へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
前
沢
四・五
丁
目
、
滝

山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、
柳
窪
、

弥
生
、
下
里

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
月
）
午
後

３０

１
時　
分
～
２
時
半

１５

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
、
金
山
町
、
神

宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小
山
、

東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

　
【
日
時
】
８
月　
日
（
火
）
午
後

２１

１
時　
分
～
２
時　
分　
※
７
月

１５

４５

の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
本
部
☎
４
２
８
・
７
７
８
８

へ
。

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
経
験

を
持
ち
、
現
在
、
全
国
で
「
ひ
き

こ
も
り
女
子
会
」
を
開
催
し
て
い

る
講
師
か
ら
お
話
し
を
伺
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
」は
女
性
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
同
じ
悩

み
を
抱
え
た
仲
間
と
つ
な
が
る
こ

と
で
、
一
歩
前
に
踏
み
出
す
勇
気

が
持
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

①
講
演
会
「
ひ
き
こ
も
り
女
子
会

～
共
感
が
生
む
は
じ
め
の
一
歩
～
」

　
【
日
時
】
８
月
７
日
（
火
）
午
後

２
時
～
４
時

　
【
対
象
】テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
５０

　
【
講
師
】一
般
社
団
法
人
ひ
き
こ

も
り
Ｕ
Ｘ
会
議
代
表
理
事
の
林
恭

子
氏

②
〈
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
〉

　
【
対
象
】ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
女
性

　
【
定
員
】
先
着
各　
人
１０

▼vol.１

「
ヨ
ガ
で
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
」

　
【
日
時
】
９
月
４
日
（
火
）
午
後

２
時
～
４
時

　
【
講
師
】全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
滝

沢
菜
穂
氏

　
【
持
ち
物
】バ
ス
タ
オ
ル
、フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼vol.２

「
好
き
な
本
を
片
手
に
読

書
会
」

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
火
）
午
後

２５

２
時
～
４
時

　
【
講
師
】
図
書
館
職
員

　
【
持
ち
物
】
お
好
き
な
本
１
冊

《
①
・
②
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
参
加
費
】
無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
７
月
２

日（
月
）か
ら
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

（fifty2@
city.higashikurume.l

g.jp

）ま
た
は
直
接
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０
０
６
１

（
土
曜・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）へ
。

　
現
在
、
東
久
留
米
駅
の
西
側
に

５
カ
所
、
東
側
に
１
カ
所
設
置
さ

れ
て
い
る
市
営
自
転
車
等
駐
車
場

は
、
い
ず
れ
も
民
有
地
を
借
り
上

げ
て
運
営
し
て
お
り
、
必
ず
し
も

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
恒
久
的
な
自
転
車

等
駐
車
場
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
駅
周
辺
の
恒
久
的
な

自
転
車
等
駐
車
場
の
確
保
に
向
け

て
、「
東
久
留
米
市
第
４
次
長
期

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
な
ど

に
定
め
ら
れ
た
駅
周
辺
の
自
転
車

利
用
環
境
の
考
え
方
を
具
体
化
し
、

計
画
的
に
自
転
車
等
駐
車
場
の
整

備
を
目
的
と
し
た
「
東
久
留
米
市

駅
周
辺
自
転
車
等
駐
車
場
整
備
計

画
」
を　
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

３０

た
。
同
整
備
計
画
を
踏
ま
え
、
駅

の
西
側
か
ら
自
転
車
等
駐
車
場
整

備
を
都
市
計
画
事
業
と
し
て
進
め

る
た
め
、
駐
車
場
の
位
置
、
面
積
、

構
造
な
ど
を
示
し
た
「
東
村
山
都

市
計
画
駐
車
場
東
久
留
米
駅
西
口

第
１
・
第
２
自
転
車
駐
車
場
（
原

案
）」を
取
り
ま
と
め
た
の
で
、東

村
山
都
市
計
画
駐
車
場
（
自
転
車

駐
車
場
）
の
整
備
概
要
や
ス
ケ

　
市
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
る
た
め
、
市
内
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
な
ど
が
社
会
資
源
を
有

効
に
活
用
し
て
実
施
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。　

年
度
の
新
規
補
助
対

３０

象
団
体
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
団
体
は
関
係
書
類
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
事
業
】日
常
生
活
サ
ー
ビ

ス
（
家
事
援
助
・
介
護
・
食
事
・

移
送
・
入
浴
の
各
サ
ー
ビ
ス
）

　
夏
は
河
川
や
プ
ー
ル
な
ど
に
出

掛
け
る
機
会
が
増
え
て
楽
し
い
季

節
で
す
が
、
溺
れ
て
救
急
搬
送
さ

れ
る
事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。
乳

幼
児
は
、深
さ
数
㌢
㍍
の
ビ
ニ
ー

ル
プ
ー
ル
で
も
溺
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

溺
れ
る
事
故
発
生
場
所
の
割
合
は
、

河
川
が　
・２
％
、
プ
ー
ル
が　
・

６３

３０

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
▼
小
さ
い
子
ど

も
と
一
緒
に
水
遊
び
を
す
る
際
は
、

目
を
離
さ
ず
、
保
護
者
や
大
人
が

付
き
添
っ
て
遊
ぶ
▼
飲
酒
後
や
体

調
不
良
時
に
は
遊
泳
を
行
わ
ず
、

遊
泳
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
や
め
さ
せ
る
▼
気
象
状
況
に

注
意
を
払
い
、
荒
天
時
や
天
候
不

良
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
遊
泳
や

川
岸
な
ど
で
の
レ
ジ
ャ
ー
は
中
止

す
る
▼
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
す
る
な
ど
、
事
故
の
未
然
防
止

に
努
め
る

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　
勤
労
市
民
共
済
会
は
、
市
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
会
員
の
皆
さ
ん

が
出
し
合
っ
た
会
費
を
財
源
と
し

て
各
種
福
利
厚
生
事
業
を
提
供
す

る
助
け
合
い
の
公
益
的
団
体
で
す
。

　
【
内
容
】生
活
安
定
事
業
＝
慶
弔

給
付
（
各
種
祝
い
金
・
保
険
金
・

弔
意
金
）
な
ど
▼
健
康
維
持
・
増

進
事
業
＝
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
へ
の

補
助
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
の
補
助
（
各
年
１
回
）
な
ど

▼
自
己
啓
発
・
余
暇
活
動
支
援
事

業
＝
講
座
な
ど
の
受
講
料
補
助
、

宿
泊
補
助・日
帰
り
旅
行
補
助（
各

年
１
回
）、
遊
園
地
な
ど
の
フ

リ
ー
パ
ス
や
市
内
飲
食
店
や
ホ
テ

ル
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
食
事
券
割

引
販
売
な
ど
▼
生
活
支
援
事
業
＝

生
活
用
品
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

　
【
対
象
】次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。
①
市
内
中
小

企
業
の
従
業
員
と
事
業
主
②
市
内

在
住
で
市
外
の
中
小
企
業
の
従
業

員
（
企
業
が
所
在
す
る
市
区
町
村

に
、
勤
労
市
民
共
済
会
と
目
的
が

同
一
の
会
な
ど
が
な
い
こ
と
）
③

　
７
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土
）

は
「
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
社
会
環
境

の
醸
成
を
目
指
し
、
都
と
警
視
庁

が
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結

し
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
周
囲
の

人
に
も
悲
劇
を
招
き
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
飲
酒
運
転
が

悪
質
な
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

車
を
運
転
す
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
そ
の
人
に
飲
酒
を
勧
め
る
こ

と
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
す
る

こ
と
も
犯
罪
で
す
。「
飲
ん
だ
ら

乗
る
な
。
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
を

忘
れ
ず
、
お
互
い
に
注
意
し
合
い
、

飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.se

isyounen-chian.metro.tokyo.jp
/

）に
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
や

飲
食
店
用
・
駐
車
場
管
理
者
用
の

「
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
、
警
視
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.keishic

ho.metro.tokyo.jp/

）に
は
、飲
酒

運
転
の
罰
則
な
ど
を
、
事
例
を
交

え
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
道
路
計

画
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

　
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

「
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共

済（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）」に
加
入

し
ま
せ
ん
か
。

　
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
都
内　
３９

全
市
町
村
が
共
同
で
実
施
す
る
共

済
制
度
で
、
会
員
が
交
通
事
故
の

け
が
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場
合
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
出
し
合
っ
た
会

費
か
ら
、
見
舞
金
を
お
支
払
い
す

る
事
業
で
す
。
現
在
、　

年
度
の

３０

加
入
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
【
共
済
期
間
】加
入
日
の
翌
日
～

　
年
３
月　
日　

３１

３１

　
【
加
入
資
格
】市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
（
年
齢
や
健
康
状
態
に

よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
【
会
費
】Ａ
コ
ー
ス
１
０
０
０
円
、

Ｂ
コ
ー
ス
５
０
０
円
（
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
見
舞
金
の
額
が
異
な
り
ま

す
）
　
【
加
入
申
し
込
み
】道
路
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原・ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
市

内
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
同
課
道
路
交
通
計
画

係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８
へ
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と

罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

「
贈
ら
な
い
！
｣
、
有
権
者
は
政

治
家
に
寄
附
を
「
求
め
な
い
！
」、

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

「
受
け
取
ら
な
い
！
」
の
「
三
な

い
運
動
」
を
皆
さ
ん
で
徹
底
し
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
東
久
留
米
の
湧
水
・
清
流
を
育

む
地
下
水
を
確
保
す
る
た
め
の

「
雨
水
貯
留
浸
透
技
術
の
こ
れ
か

ら
」
を
学
び
ま
す
。
企
画
・
運
営

は
東
久
留
米
の
井
戸
水
位
を
調
べ

る
会
。
主
管
は
市
文
化
協
会
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
土
）
午
後

２８

２
時
～
５
時

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集

会
学
習
室
４

　
【
テ
ー
マ
・
講
師
】「
雨
水
貯
留
浸

透
に
よ
る
流
出
抑
制
効
果
の
検
証

と
環
境
へ
の
影
響
」、雨
水
貯
留
浸

透
技
術
協
会
常
務
理
事
の
屋
井
裕

幸
氏
▼
「
雨
水
集
水
ま
す
浸
透
化

工
法
の
展
開
」、全
国
非
開
削
普
及

定
）
証
明
書
（
市
様
式
）、
そ
の
他

保
育
の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類

▼　
年
１
月
１
日
現
在
、
東
久
留

２９
米
市
民
で
な
か
っ
た
方
＝　
年
度

２９

お
よ
び　
年
度
住
民
税
（
非
）
課

３０

税
証
明
書
（　
年
、　

年
１
月
１

２９

３０

日
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
自
治
体

で
発
行
さ
れ
ま
す
）

　
詳
し
く
は
同
課
保
育
幼
稚
園
係

☎
４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

入

園

説

明

会

　
７
月　
日
（
土
）
に
成
美
教
育

２１

文
化
会
館
で
、
入
園
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
運
営
法
人
☎
０

３
・
５
５
６
５
・
１
２
６
６
へ
予

約
の
上
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
運
営
法
人
へ
。

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
た
と
え
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
認
知
症
の
予
防
方
法
も
学

び
ま
す
。
今
回
は
西
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
す
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
土
）
午
後

２１

２
時
～
３
時
半
（
１
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
第

２
・
第
３
講
習
室

　
【
内
容
】「
認
知
症
の
正
し
い
理

解
や
接
し
方
に
つ
い
て
」「
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
な
ど

　
【
対
象
】
市
内
在
住・在
勤
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
５０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
７
月　
日
（
金
）
ま

２０

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
２
・
８
５
６
０
）
で
西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

　
な
お
、こ
こ
で
い
う「
政
治
家
」

と
は
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加

え
、
候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
人
も
含
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
３
４
１
２
）
へ
。

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
次
の
通

り
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

同
説
明
会
の
資
料
は
、
７
月　
日
１９

（
木
）
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
木
）
午
後

１９

７
時
～
８
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
詳
し
く
は
管
理
課
管
理
調
整
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

協
議
会
事
務
局
長
の
二
瓶
秀
明
氏

　
【
対
象
】市
内
在
住・在
勤・在
学

ま
た
は
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
参
加
費
】３
０
０
円（
資
料
代
）

　
申
し
込
み
は
７
月
２
日（
月
）か

ら
電
話
（
第
４
月
曜
日
を
除
く
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
ま

た
は
講
座
名・氏
名・住
所
・
電
話

番
号
・
年
齢
を
記
入
の
上
、
フ
ァ

ク
ス
で
市
文
化
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
へ
。

市
内
の
法
人
の
勤
労
者
④
市
内
の

公
共
お
よ
び
公
共
的
団
体
の
臨
時

職
員
・
嘱
託
職
員
⑤
市
内
在
住
で

中
小
企
業
以
外
に
勤
務
す
る
短
時

間
労
働
者
で
会
の
事
業
に
賛
同
し

入
会
を
希
望
す
る
方

　
【
費
用
】
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
５
０
０
円

　
申
し
込
み
は
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
に

直
接
同
会
（
市
役
所
５
階
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
会
☎
４
７
０
・
７

７
７
７
（
内
線
４
９
５
０
・
４
９

５
１
）
ま
た
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://kururu.tokyo/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

臆

俺

牡

卸
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桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

保
険
料
の
免
除
・ 

納
付
猶
予
の
申
請

　
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
な
ど
の
申
請
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
申
請
は

３０
７
月
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
審
査
は
７
月
か
ら　
年
６
月

３１

が
対
象
で
す
。
ま
た
、
翌
年
度
以

降
も
同
じ
免
除
な
ど
の
区
分
で
の

継
続
審
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、

次
回
か
ら
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

確
認
の
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

免
除
等
申
請
が
可
能
な
期
間

　
（
例
）　
年
７
月
に
申
請
す
る
場

３０

合
、　

年
６
月
分
～　
年
６
月
分

２８

３１

【
ご
注
意
】
１
枚
の
申
請
書
で
申

請
で
き
る
の
は
、
当
該
年
度
分
の

み
で
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

複
数
の
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
▼
免
除
な
ど
の
申
請
が

遅
れ
る
と
、
も
し
も
の
際
に
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
申
請
期
間

に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基
づ

き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免

除
な
ど
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
▼
学
生
で
あ
っ
た

期
間
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
と
い
う
猶
予
制
度
に
限
ら

れ
、
免
除
な
ど
の
申
請
は
利
用

で
き
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

者
の
申
請
日
の
属
す
る
月
の
収
入

の
合
計
額
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

（
例
）
単
身
世
帯
＝
基
準
額
８
万

４
０
０
０
円
＋
家
賃
額
上
限
５
万

３
７
０
０
円
＝　
万
７
７
０
０
円

１３

▼
２
人
世
帯
＝
基
準
額　
万
円
＋

１３

家
賃
上
限
額
６
万
４
０
０
０
円
＝

　
万
４
０
０
０
円
⑥
申
請
日
に
お

１９い
て
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
生

活
を
一
つ
に
し
て
い
る
同
居
の
親

族
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
一
定
の

金
額
以
下
で
あ
る
（
例
）
単
身
世

帯
＝　
万
４
０
０
０
円
、
２
人
世

５０
帯
＝　
万
円
、
３
人
世
帯
＝
１
０

７８
０
万
円
⑦
国
の
雇
用
施
策
に
よ
る

貸
し
付
け
（
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
）
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
実
施

す
る
類
似
の
給
付
な
ど
を
申
請
者

お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯
に

属
す
る
者
が
受
け
て
い
な
い
⑧
申

請
者
や
申
請
者
と
同
一
の
世
帯
に

属
す
る
者
の
い
ず
れ
も
が
暴
力
団

員
で
な
い

　
【
受
給
中
の
求
職
活
動
】①
毎
月

４
回
以
上
、
就
労
支
援
員
に
よ
る

面
談
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

②
毎
月
２
回
以
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
職
業
相
談
を
受
け
る
こ
と
③

原
則
週
１
回
以
上
、
求
人
先
へ
の

応
募
を
行
う
、
ま
た
は
求
人
先
の

面
接
を
受
け
る
こ
と

　
【
支
給
額
】毎
月
の
家
賃
相
当
額

を
支
給
。
世
帯
人
数
に
よ
っ
て
支

給
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。（
例
）

単
身
世
帯
＝
５
万
３
７
０
０
円
▼

２
人
世
帯
＝
６
万
４
０
０
０
円
▼

３
人
以
上
世
帯
＝
６
万
９
８
０
０
円

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　
経
済
的
事
情
な
ど
に
よ
り
「
学

習
の
機
会
が
少
な
い
」「
学
習
の
不

安
を
相
談
で
き
る
場
所
が
ほ
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
市
内
在
住
の

中
学
生
を
対
象
に
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ
うう

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
～～

「
東
村
山
都
市
計
画
駐
車
場
東
久
留
米
駅
西
口

第
１
・
第
２
自
転
車
駐
車
場（
原
案
）」に
つ
い
て

説
明
会
を
実
施
し
ま
す

市
民
自
主
企
画
講
座

東
久
留
米
の
よ
り
豊
か
な
水
環
境
を
目
指
し
て
Ⅲ

～
雨
水
貯
留
浸
透
技
術
の
展
開
～

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

（
仮
称

（
仮
称
））ト
レ
ジ
ャ
ー
キ
ッ

ト
レ
ジ
ャ
ー
キ
ッ
ズズ
ひ
が
し
く
る
め
保
育

ひ
が
し
く
る
め
保
育
園園

　

月
１
日
付
入
所
申
し
込
み

月
１
日
付
入
所
申
し
込
み
をを

１０１０

受
け
付
け
ま

受
け
付
け
ま
すす

認
知
症
介
護
者
家
族

認
知
症
介
護
者
家
族
会会

を
開
催
し
ま

を
開
催
し
ま
すす

飲
酒
運
転
さ
せ
な

飲
酒
運
転
さ
せ
な
いい

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンン

　

７
月
１
日
～
８
月　

日
は

３１
寄
附
禁
止
強
化
期
間
で
す　

生
活
困
窮
者
自
立
相

生
活
困
窮
者
自
立
相
談談

支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ

支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
団
体
な
ど

地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
団
体
な
ど
へへ

補
助
金
を
交
付
し
ま

補
助
金
を
交
付
し
ま
すす

水
の
事
故
を
防
ご
う

勤
労
市
民
共
済

勤
労
市
民
共
済
会会

新
規
会
員
を
募
集
し
ま

　
　

新
規
会
員
を
募
集
し
ま
すす

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
すす

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」」

に
加
入
し
ま
せ
ん

に
加
入
し
ま
せ
ん
かか

　

年
度
の
加
入
が
お
済
み
で
な
い
方

年
度
の
加
入
が
お
済
み
で
な
い
方
へへ

３０３０
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
事

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業業

講
演
会
と
〈
つ
な
が
る
カ
フ
ェ

講
演
会
と
〈
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
〉〉

「
生
き
づ
ら
さ
で
つ
な
が
る

「
生
き
づ
ら
さ
で
つ
な
が
る
」」


